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1．はじめに

　東京大学では，「環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促

進に関する法律（環境配慮促進法）」に基づき，環境データや環境に関わる活動の実績を環境報

告書として毎年作成・公表している（東京大学，2022）。東京大学大学院農学生命科学研究科附

属演習林（以下，演習林）では，「東京大学環境報告書 2014」（国立大学東京大学環境安全本部

編，2014）以降，環境安全本部からのデータ提供依頼を受けて，附属演習林の広嶋卓也（現・農

学国際専攻）が演習林樹木の CO2 吸収量を算出してきた。2020 年度のデータが掲載された「東

京大学環境報告書 2021」（国立大学法人東京大学環境安全本部編，2021）からは，演習林内の常

置専門委員会である森林管理委員会（管理担当）が算出作業を担当している。

　本稿では，直近の「東京大学環境報告書 2022」（国立大学東京大学環境安全本部編，2022）に

掲載された演習林樹木の CO2 吸収量について，その算出方法を明示する。

2．算出方法

2.1　概要

　演習林樹木の CO2 吸収量は，7 つある地方演習林ごとに算出した CO2 吸収量の合計値とした。

樹木の CO2 吸収量の算定には蓄積変化法（国立研究開発法人国立環境研究所，2020）を適用し，

2021 年度の 1 年間における CO2 貯留量の変化量を求めた。はじめに，各地方演習林における森

林蓄積から，年度当初における樹木の炭素蓄積量と CO2 貯留量を計算した。続いて，樹木の成

長に伴う CO2 貯留量の増加分と，立木の伐採に伴う CO2 貯留量の減少分をそれぞれ求め，その

差分を樹木の CO2 吸収量とした。なお，「東京大学環境報告書 2022」の表記にあわせて， CO2 吸

収量の単位は「t- CO2」としている。以下では，演習林樹木の CO2 吸収量の算出過程について，

順を追って説明する。
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2．2　森林蓄積

　森林蓄積（幹材積）は，「演習林年報 2021 年度活動報告等」（東京大学大学院農学生命科学研

究科附属演習林，2022b）に掲載された人工林・天然林別の蓄積値を用いた。各地方演習林の森

林蓄積は表－1 に示すとおりである。森林蓄積は地方演習林がそれぞれ査定しており，毎年度の

「演習林年報」に掲載されている。

　演習林では 2021 年度に，新たな 10 年計画である「教育研究計画 2021～2030」を策定した

（東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林，2022a）。本計画期首（2021 年 4 月 1 日現在）

の森林概況を演習林全体で統一的に把握するため，2018 年 10 月には「森林現況調査要領」（附

属資料－1）を作成し，各地方演習林において森林現況調査（標準地法に基づくプロット調査）

を実施した。「教育研究計画 2021～2030」および「演習林年報 2021 年度活動報告等」に掲載さ

れた蓄積値は，本調査の結果に基づいて査定したものである。ただし，地方演習林ごとに林相や

立地条件，人員数，流用可能な他の調査データ等が異なるため，調査および蓄積査定の方法は演

習林全体で必ずしも統一されていない。

2．3　 樹木の CO2 貯留量

　樹木の CO2 貯留量は，森林蓄積から計算される炭素蓄積量に 44/12（CO2 の分子量 /C の分子

量）を乗じて求めた（表－1）。「教育研究計画 2021～2030」では，全ての地方演習林における森

林の炭素蓄積量を初めて掲載した（東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林，2022a）。本

節における炭素蓄積量の計算も，「教育研究計画 2021～2030」と同様に，「日本国温室効果ガス

インベントリ報告書 2020 年」（国立研究開発法人国立環境研究所，2020）に従い，林相別，樹種

別の森林蓄積（幹材積）に，容積密度，バイオマス拡大係数，地上部に対する地下部の比率，炭

素含有率を乗じた次式により算定した（東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林，

2022a）。

　　C＝∑i{Vi×Di×BEFi×（1+Ri）×CF}　　（1）

　　CD＝C×44
12

　　（2）

ここで，

C：炭素蓄積量（t-C）

V：森林蓄積（幹材積）（m3）

D：容積密度（t-dm/m3）

BEF：バイオマス拡大係数（無次元）

R：地上部に対する地下部の比率（無次元）

CF：炭素含有率（t-C/t-dm）
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i：樹種

CD：CO2 貯留量（t-CO2）

　炭素蓄積量の計算パラメータは附属資料－2 に示したとおりである。樹種別の D，BEF，R，

CF は，上記インベントリ報告書の「表 6-15　樹種別のバイオマス拡大係数，地上部に対する地

下部の比率，容積密度等」による。なお，インベントリ報告書の"その他広葉樹－上記以外の県

に適用"に属する樹芸研究所のクスノキについては，「木材工業ハンドブック」（森林総合研究所

監修，2004）より D＝0.520 を採用した。

2．4　成長に伴う樹木 CO2 貯留量の増加

　樹木の成長に伴う 1 年間の樹木 CO2 貯留量の増加分は，林相別の炭素蓄積量にその増加率

（森林蓄積成長率）を乗じ，CO2 に換算した次式により求めた。

　　CDI＝∑j{Cj×VGj÷100}×44
12
　　（3）

ここで，

　CDI：成長による CO2 貯留量の増加分（t-CO2）

　VG：森林蓄積成長率（%）

　j：林相（人工林，天然林）

　演習林の森林蓄積成長率は不明なため，「第 73 次令和 3 年国有林野事業統計書（令和 2 年度）」

（林野庁，2022）から，各地方演習林が所在する都道県の国有林における森林蓄積と成長量（粗

成長量）の値を抽出し，両者の比から求めた森林蓄積成長率（%）を各地方演習林の炭素蓄積量

の増加率として採用した（表－2）。

表－2　地方演習林が所在する都道県の国有林における森林蓄積成長率



63「東京大学環境報告書 2022」に掲載された演習林樹木の CO2吸収量の算出方法

演習林（東大）, 67, 59-69 (2023)

2．5　伐採に伴う樹木 CO2 貯留量の減少

　立木の伐採に伴う 1 年間の樹木 CO2 貯留量の減少分は，伐採即排出の考え方に基づき，立木

伐採量の CO2 換算値として次式により求めた。

　　CH＝∑i{Hi×Di×BEFi×（1+Ri×CF}　　（4）

　　CDD＝CH×44
12
　　（5）

ここで，

　CH：伐採された立木の炭素蓄積量（t-C）

　H：立木伐採量（m3）

　CDD：伐採による CO2 貯留量の減少分（t-CO2）

　立木伐採量は，「演習林年報 2021 年度活動報告等」（東京大学大学院農学生命科学研究科附属

演習林，2022b）に掲載された主伐材積と利用間伐材積の合計値を用いた。各地方演習林の立木

伐採量は表－1 に示すとおりである。2021 年度に立木伐採のあった地方演習林は千葉と北海道の

みであった。立木伐採量の樹種別比率について，毎年度の「演習林年報」では立木伐採量が針葉

樹・広葉樹別に掲載されている。樹種の詳細は不明であるため，演習林樹木の CO2 吸収量の算

出を開始した 2014 年度の時点で内部資料をもとに仮定した樹種別伐採量比率を適用し，千葉演

習林の針葉樹「スギ 6：ヒノキ 4」（広葉樹は伐採なし），北海道演習林の針葉樹「カラマツ 4：

トドマツ 4：エゾマツ類 2」，広葉樹「その他広葉樹 10」としたうえで，2.3 と同じ樹種別の D，

BEF，R，CF（附属資料－2）をそれぞれ加重平均で適用して炭素蓄積量を求め，CO2 貯留量に

換算した。

2．6　樹木 CO2 吸収量

　2.4 で求めた樹木 CO2 貯留量の増加分から 2.5 で求めた樹木 CO2 貯留量の減少分を減じた値

を，各地方演習林における樹木の CO2 吸収量として求めた。全ての地方演習林の値を合算し，

演習林全体の樹木 CO2 吸収量とした（表－1）。

3．おわりに

　「東京大学環境報告書」に掲載された演習林樹木の CO2 吸収量は，「演習林年報」で公表して

いる地方演習林別，林相別の公表値（森林蓄積と立木伐採量）に，「国有林野事業統計書」に示

された国有林の都道県別森林蓄積成長率を援用して算定したものである。各地方演習林における

森林蓄積の査定精度が十分でない，また演習林と国有林とで森林蓄積成長率に違いがある，と

いった可能性もあり，本稿で示した方法によって算出された CO2 吸収量を解釈する際には注意



64 東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林森林管理委員会管理担当

が必要である。
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附属資料－ 1　森林現況調査要領

【本要領についての注意事項】

1．本要領は附属演習林教育研究計画 2021-2030 のうち「全演計画」の策定にあたって必要な最

低限の森林現況を知るための調査要領を定めるものです。当然のことながら，「全演計画」に引

き続き策定される「各演計画」のためにさらに詳細な調査資料を必要としている場合，あらため

て各演独自の調査要領を定めて実施することを否定するものではありません。

2．本要領で定める調査は特別な事情がない限り 2019 年 12 月末までに終了させることを目標と

しています。この日程に支障が出ない限り，各演の判断により本要領で定める調査方法に替えて

より詳細な調査を実施することは歓迎されることはあっても否定されることはありません。ただ

し調査地の状況や他の業務との調整上この期日までに調査を終わらせることが困難な場合は，早

めに統括技術長を通じて森林計画管理班に相談してください。

3．本要領で定める調査は必要最低限の情報を得るためのものです。各演の判断のみでより簡易

な調査に変更することは原則として認められません。ただし，調査地の状況や他の調査との関係

などなんらかの事情により本要領にしたがった調査が不可能と判断される場合は早めに統括技術

長を通じて森林計画管理班に相談してください。

【調査要領】

1．調査は標準地法 * を適用する。
＊対象林分の中から平均的な林相の調査区（標準地）を有意抽出し，標準地での調査結果を面積

比によって林分全体に拡張する森林調査法（細田ら，2012）。

2．調査は人工林，天然林別に行う。調査プロット（標準地）の設定方法はそれぞれ以下のとお

りとする。

2－1．人工林は小班または林分の単位で樹種別，齢級別に区分する。各区分に含まれる小班（林

分）を地理的なまとまりによってグループ化し，それぞれ平均的な箇所に 1 つ若しくは 2 つ以上

の標準地を設定する。ただし近年調査済みの小班（林分）については調査対象から除いてよい。

林縁を避け，斜面中腹または中央付近に標準地を設定することが望ましい。樹種別，齢級別の区

分精度は各演の実情に合わせて決めて構わないが，各演の代表的な造林樹種については 1 樹種ご

とに区分する。
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2－2．天然林は小班または林分の単位で林相別に区分する。林相別の区分精度は各演の実情に合

わせて決めて構わない。また，森林の状況に合わせて林相以外の指標（齢級，標高等）を加えて

区分することも構わない。各区分に含まれる小班（林分）を地理的なまとまりによってグループ

化し，それぞれ平均的な箇所に 1 つ若しくは 2 つ以上の標準地を設定する。なお，林相区分は空

中写真等を基本としてあらかじめ行うが，前回調査から林相に大きな変化がないと判断される場

合は従前の林相区分を基本として構わない。

3．調査プロット（標準地）の形状は円形または方形を，サイズは 0.1ha を，それぞれ基本とす

る。

　　○円形プロットの場合　半径 17.84m（≒18m）

　　○方形プロットの場合　31.5m×31.5m（≒32m×32m）

　ただし，林況や地況によっては現場の判断でサイズを拡大または縮小して構わない。この際，

プロット内に 100 本程度の測定木が含まれることを目安にする。また，地形等の制約により基本

とする形状・サイズでプロットを設定できない場合は，作業上ならびに安全管理上無理のない形

状・サイズとして構わない。

4．調査プロット（標準地）における調査は以下の要領で行う。

　　○胸高直径は毎木調査。

　　○樹高は直径階，傾斜などを考慮しつつ 10％から 20％程度の標準木を選定し測定する。

　　○上記調査結果より樹高曲線をプロットごとに作成し直径階別の樹高を決定する。

　　○ 以上の結果から林野庁調整の 2 変数材積表を用いて単木材積ならびにプロット蓄積を求め

る。ただし各演で従来より使用している独自の材積表がある場合はその材積表を使用して

構わない。

【その他】

1．繰り返しになりますが，今回の調査については全演的に最低レベルをそろえた調査を目標と

しています。各演によってはもっと詳細な調査が必要な場合やまったく異なる手法の調査が必要

な場合もあると思いますので最低限必要な情報が得られるのであれば柔軟に対応します。その場

合，くれぐれも各演だけの判断で進めず，統括技術長を通じて森林計画管理班に相談してくださ

い。また，どのような調査方法で行ったかを野帳に記載して記録を残すようにしてください。

（2018 年 10 月 16 日　演習林教育研究計画 2021－2030 策定委員会　承認）



67「東京大学環境報告書 2022」に掲載された演習林樹木の CO2吸収量の算出方法

演習林（東大）, 67, 59-69 (2023)

附属資料－ 2　

炭素蓄積量の計算パラメータ：C，V，D，BEF，R，CF（地方演習林別，林相別）



68 東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林森林管理委員会管理担当

炭素蓄積量の計算パラメータ：樹種別比率（地方演習林別，林相別）
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演習林（東大）, 67, 59-69 (2023)

炭素蓄積量の計算パラメータ：D，BEF，R，CF（樹種別）


